つに は 先輩 諸家の 批評 を 仰ぎたい と 思う ので ある。 

俳句の 十七 字 詩形 を 歴史的に さかのぼ つ て 行く と 

「俳諧の 発句」 を 通して 「連歌の 発句」 に 達し、 そこで 

明白な 一 つの 泉の 源 頭に 行き着く。 これ は 周知の こと 

である。 

しかし、 川の 流れ を さかのぼって 深い 谷間の 岩の 割 

れ 目に 源泉 を 発見した 場合に いわゆる 源泉の 探究 は そ 

れで 終了した としても、 われわれ は その 泉の 水が 決し 

て 突然 そ y J で 無から 創造 さ れ たもので はなくて、 さら 

やみ 

に 深く 地下の 闇の 中に その 出 所 を 追究す る ことができ 

ると いう こと を 知っている。 それと 同じよう にわれ わ 



人が 自然に 対する 特殊な 見方と 態度 を さして 言う の で 

ある。 

日本人 の 対 自然観が 外国人な か ん ずく 西洋人な ど の 

それと 比較して いかなる 特徴 を もっている かとい うこ 

とに ついては 最近に 他の 場所で やや 詳しく述べ たから 

ここで は 詳細の 解説 は 省略す るが、 その 要点 を かいつ 

まんで 言つ てみ ると 次の ような ものである。 

日本人 は 西洋人の ように 自然と 人間と を 別々 に 切り 

離して 対立 させる とい う 言わば 物質 科学的の 態度 をと 

る 代わりに、 人間と 自然と を いっしょにして それ を 一 

つ の 全 機 的な 有機： K: と 見ようと する 傾向 を 多分に もつ 



るく らいで ある。 それ だのに われわれ はこの 句に よつ 

て 限り無き 情緒の 活動 を 喚起され るの は 何 ゆえで あろ 

ク ゝ o 

う 力 

われわれに とって は 「荒海」 は 単に 航海 学 教科書に 

おける ごとき 波高く 舟行に 危険なる 海面で はない。 四 

おおやし まの くに 

面に 海 をめ ぐらす 大 八州 国に 数千 年 住み着いた 民族の 

遠い 祖先からの 数 限り もない 海の幸い と 海の 禍 いと 

の 記憶で いろどられた 無始 無 終の 絵巻物で ある。 そう 

して この 荒海 は 一 面に おいて はわれ われの 眼前に 展開 

する 客観の 荒海で も あると 同時に また われわれの 頭脳 

を 通して あらゆる 過去の 日本人の 心にまで 広がり 連な 



る 主観の 荒海で も あるので ある。 「大海に 島 も あらな 

うなばら 

くに 海原の た ゆとう 波に 立てる 白雲」 という 万 葉の 歌 

に 現われた 「大海」 の 水 はまた 爾# 千年の 歳月 を 通し 

てこの 芭蕉 翁の 「荒海」 とつな がって いると も 言われ 

る。 

もちろん 西洋に も 荒海と ほぼ 同義の 言葉 は ある。 ま 

た その 言葉が 多数の 西洋人に いろいろの 連想 を 呼び出 

す 力 を もっている こと も 事実で ある。 しかし それらの 

連想 はお そらく 多く は 現実的 功利的の ものであろう。 

またもし それが 夢幻 的 空想的で あると しても、 日本人 

の それの ように 濃 M 子に 王 縮され たそうして 全国民に 共 



こう 考えて 来る と、 和歌と 俳句 は 純粋な 短詩の 精神 

を 徹底的に 突きつ めた もので あり、 また その 点で 和歌 

よりも 俳句の ほうが い つ そう 極度まで 突きつ めた もの 

だとい うこと になる ので ある。 

俳句に おける 季題の 重要性と いう こと も 同じ 立場 か 

らおの ずから 明白であろう。 限定され、 そのために 強 

度 を 高めら れ た 電気 火花の) J と き 効果 を もって 連想 の 

燃料に 点火す る 役目 をつ とめる のが これらの 季題と 称 

する 若干の 語彙で ある。 

有限な 語彙の 限定 は 形式の 限定と 同様 往々 俳句と い 

う ものの 活動の 天地 を 限定す るかの ような 錯覚 を 起こ 



ジュ ー ル. ロマンと いう 人が、 フランス 人の 作った 

いわゆる ハイ カイ を 批評した 言葉の 中に おおよそ 次の 

ような 意味の 苦言が ある。 「俳句の 価値 はすべ ての 固 

定形の 詩の 場合と 同様に 詩形の 固定して いる こと、 形 

式 を 規定す る 制約の 厳重な ことに 存 している。 かって 

仏国に ソン ネット 詩形 を 取り入れた とき、 多少 この 詩 

形の 規則 を はずれた ような もの を 作った もの もあって、 

いかもの 扱いに された ことで あつたが、 それでも その 

規則 はずれの 自由 さは ほんの わずかの 程度の もので 

あった。 しかるに フランスの ハイ カイ はなる ほど 三つ 

の 詩句で できて いると いう だけ は 日本のに 習って いる 



が、 一句の 長さに はなん の 制限 もない し、 三 句の 終わ 

りの 語呂の 関係に も 頓着し ない。 それで は 言わば 多 

少気 のきいた ノ— ト • ド • カルネ ー (手帳の 覚え書き) 

ぐらいに はなる かもしれ ない が、 しかし 日本 俳句の 力 

強さ も、 振動 性 も 拡張 性 もない」 というの である。 外 

国人の 所説と して はお もしろ いと 思われる。 

実際 短い 詩に 定型がなかったら 「手帳の 覚え書き」 

との 区別 はっきに くい。 しかし 「古池に 蛙が 飛び込 

んで水 音が した」 が なぜ 散文で、 「古池 や 蛙 飛び込む 水 

の 音」 が なぜ 詩で あるか。 それ は 無定形と 定形との 相 

違で ある。 しからば 前者の 五、 九、 七、 を 一 つの 異な 



こういう ことができる というの が 日本人な ので ある- 

こういう ふうな 立場から 見れば 「花鳥 諷詠」 とか 「実 

相 観入」 とか 「写生」 とか 「真実」 とかいう ようない 

ろい ろな モット— も 皆 一 つの ことの いろいろな 面 を 言 

い 現わす 言葉の ように 思われて 来る ので ある。 

短歌 もや はリ 日本人の 短詩で ある 以上 その 中には 俳 

句に おける ごとき 自然と 人間の 有機的 結合から 生じた 

象徴的な 諷 詠の 要素 を 多分に 含んだ もの も はなはだ 多 

いので あるが、 しかし 俳句と 比較す ると、 和歌の ほう 

に はどうしても 象徴的で あるより もより 多く 直接法な 

主観的 情緒の 表現が 鮮明に 濃厚に 露出して いるものが 



によるの ではない かと 思われる。 俳句 を 作る 場合のお 

もなる 仕事 は 不用な もの をき リ 捨て 切り詰める こと だ 

からで ある。 

こういう ふうに 考えて 来る と、 俳句と いう ものの 修 

業が、 決して 花が るた や マ —ジ ャ ン の) J とき 遊戯 で は 

なくて より 重大な 精神的 意義 を もつ ものであると いう 

ことが おぼろげながら も わかって 来る。 それと 同時に 

作 句と いう ことが 決してそう 生やさし い 仕事で はない 

ことが 想像され るで あろうと 思われる。 

俳句の 修業 はまた 一 面に おいて は 日本人 固有の 民族 

的 精神の 習得で ある。 本 編の 初めに 述べた ように 俳句 



し 全然 畑違いの ディレッタントの 放 言 も 時に 何 かの 参 

考 になる こと もあろう かと 思って、 ただ 心の おもむく 

びょう 

まま をし るして みた 次第で ある。 多忙と 微恙に 煩わさ 

れて はなはだ まとまりの 悪い 随筆に な つ てし ま つたの 

は貴感 である。 

(昭和 十 年 十月、 俳句 作法 講座) 



底本： 「寺 田寅彦 随筆集 第五 巻」 岩波 文庫、 岩波 書店 

1948 (昭和^) 年 U 月^日 第 ー 刷 発行 

1963 (昭和？ 8) 年 6 月 S 日 第 g 刷 改版 発行 

1997 (平成 9) 年 9 月 5 日 第 g 刷 発行 

※校正に は、 2001 (平成^) 年 7 月 5 日 W 版 を 使 

用し ました。 

入力 ： (株) モモ 

校正 ： 多羅 尾 伴 内 

2 o o 3 年 9 月 5 日 作成 

青空 文庫 作成 ファイル " 

この ファイル は、 インタ ー ネットの 図書館、 青空 文庫 



(http://www.aozora.gr.jrv) で 作られました。 入力、 

校正、 制作に あたった の は、 ボランティアの 皆さんで 



